
(担当課)

福祉課

長寿はつらつ課

・健康状態不明の高齢者などをアウトリーチで医療サービスに接続

・データ分析による各地域の健康課題を洗い出し、保健指導を行う専門職を派遣

・ＩＣＴ情報連携システム（フェニックスネット）を活用し、医療・介護情報

　を診療所・訪問看護等の関係者間で共有

＜拡充＞　 ・安心連絡システムによりひとり暮らしの高齢者を支援 介護保険課

・常時、在宅介護をしている同居家族に「在宅介護者支援金」を支給

・公営住宅（３か所）の高齢者世帯へ生活援助員を派遣

・住み慣れた自宅のバリアフリー化を支援

・高齢者の権利擁護を推進

・「シルバーささえ隊」活動を推進

・生活支援コーディネーターの配置を支援し、高齢者を支える体制を強化

・生活機能が低下した高齢者に対し、介護予防を重視したサービスを提供

・高齢者に対し、フレイル予防に関する教室等を開催

(単位:千円)

長寿はつらつ課

1 【新規】○ 67,231 福祉総務課

4 ○ 254,216 長寿はつらつ課

2 【新規】○ 25,010 健康課

3 ○ 高齢者を地域で支える「地域包括ケアシステム」の推進 8,000

成年後見センター（仮称）を開設し、制度の利用を促進

高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実施

高齢者の暮らしの支援

介護予防・日常生活支援総合事業を実施

5 ○ 8,569 長寿はつらつ課

6 ○ 490,813 長寿はつらつ課

地域の高齢者の生活支援体制の整備

３ 福祉・健康・医療の充実と地域共生社会の推進



・全地域包括支援センターに認知症地域支援推進員を配置

・「認知症初期集中支援チーム」を運営

・認知症の方や家族が集い交流する「オレンジカフェ」を全地域で運営

・認知症高齢者の家族介護を支援する「やすらぎ支援員」を派遣

・認知症の理解促進のため「認知症サポーター」を養成

・「はつらつ広場」と「介護予防サークル」による高齢者の社会参加と

　生きがいづくりを支援

・民間事業者が行う介護施設の新規整備を支援

【新規】　 ・介護福祉士育成を目的とした市内の養成校入学者への支援

・介護サービス事業所職員と障害福祉サービス事業所職員に、介護福祉士実務者

　研修の受講料を助成

・介護職の魅力を発信する民間事業者等の活動を支援

【新規】　 ・在宅人工呼吸器等使用者の非常用電源装置

・視覚障害者の音声色彩判別装置

・小児慢性特定疾病児童のストマ用装具等

・難病患者の紙おむつ    など

認知症施策の推進

長寿はつらつ課346,8677 ○

8 ○ 23,237 長寿はつらつ課

地域包括支援センターを核とした高齢者を支える地域づくりを推進

10 ○ 50,340 福祉総務課

9 ○ 25,445 長寿はつらつ課

12 ○ 7,600 福祉総務課

11 ○ 18,500 福祉総務課

13 ○ 62,584 福祉課障害者等の日常生活用具の購入費用を助成

地域の介護予防活動の支援

介護施設整備への支援

要援護世帯に除雪経費を助成

高齢者及び障害者施設の介護人材確保を支援



・強度行動障害者等に対する支援環境の整備に要する費用を助成

・障害福祉サービスに要する体験利用の費用を助成

・精神障害者家族団体による「家族相談」の取組を支援 福祉総務課

・人工透析デマンドタクシー事業を助成し、人工透析患者の通院を支援

・在宅血液透析に係る住宅改造費を助成

・重度障害者の交通費や人工透析患者の通院費を助成

・地域活動支援センターの運営費を助成（１１か所）

・障害者差別の解消を推進

・講演会などに手話通訳者・要約筆記者を派遣

・「すこやか・ともしびまつり」、「ふれ愛コンサートｉｎながおか」を開催

・障害者の紙おむつ費用の負担を軽減

・介護家族の「支え」に見舞金を支給

・障害者基幹相談支援センターによる相談支援体制づくり

・「アール・ブリュットまちかどギャラリー」を開催

・放課後や長期休業日に児童・生徒を一時預かり

・「障害者ワークステーション」事業の取組により、障害者雇用を推進 産業立地課

・市役所での職場体験実習や企業へのジョブサポーター派遣を通じて、障害者

　の就労を支援

・障害者就労支援推進員による、障害者の雇用や実習の受入企業を開拓

・企業と福祉サービス事業所の意見交換会を開催

総合支援学校・高等総合支援学校放課後サポート事業の実施

22,012 福祉課

15 ○ 208,326 福祉課障害者の暮らしの支援

14 【新規】○ 4,565 福祉課「 とも生きプロジェクト 」による障害者支援施設への受け入れを促進

16 ○ 418 福祉課

19 ○ 4,700 福祉課

17 ○ 12,900 福祉課

18 ○ 障害者ワークステーション事業等による障害者雇用・就労支援の推進（再掲）

アール・ブリュット事業の実施

カフェく・る～むでの障害者の就労を支援（再掲）



・関係機関向けの研修会や支援体制検討会の開催

・特定の年齢に達した場合に、子宮頸がん、乳がんの無料検診等を実施

・ピロリ菌除菌の必要性を判定する検診を実施 学務課

・中学２年生を対象に検査と除菌を実施

・国の方針に基づき、子宮頸がん予防ワクチンの積極的接種勧奨を再開

・積極的勧奨がされていなかった９年間分の対象者にも無料で実施

・医療用ウィッグ等の購入費を助成

・提供者（ドナー）に対し、骨髄等の提供に必要な費用を助成

・抗体保有率の低い世代の男性に対する抗体検査と予防接種を無料で実施

・特定の年齢に達した場合に歯科健診を無料で実施

・青壮年期向け健康づくり講座を開催

・歯と食や若者対象の健康講座、薬と健康に関するイベントを開催

・タニタカフェで栄養相談とまちなか健康講座を開催

・支所地域でスポーツクラブと連携した運動習慣化プログラムを開催

20 【新規】○ 264 子ども・子育て課

22 ○ 23,316 健康課

21 ○ 211,989 健康課

23 ＜拡充＞○ 337,228 子ども・子育て課

28 ○ 10,259 健康課

24 【新規】○ がん患者の医療用補正具購入を支援 4,200 健康課

25 ○ 700 健康課骨髄等移植ドナーへの支援

26 ○ 33,663 健康課

27 ○ 16,733 健康課

風しん予防接種の実施

歯科健診の実施

多世代健康づくりの地域への展開

子宮頸がん予防ワクチンの積極的接種を再開

胃がんリスク検診の実施

ヤングケアラーの支援

がん検診の推進



・「ながおかタニタ健康くらぶ」の運営

・国民健康保険加入者の特定健康診査を500円で実施

・生活習慣病の重症化予防のための指導会等を開催

・医療機関と連携し、国民健康保険加入者の重症化予防を強化

・悩みを抱えている人に気付ける人（ゲートキーパー）を重点的に育成

・こころの健康相談会の開催、相談しやすい体制整備

【新規】　 ・ＳＮＳ相談事業者と連携した「つなぐ支援」を強化

＜拡充＞　 ・中学校向けＳＯＳの出し方・受け止め方の授業を実施

・自立相談や就労準備を支援

・離職や休業等により収入が減少した方の住まいの確保を支援

・アウトリーチ等の充実による自立相談支援を強化

・子どもの居場所づくりや学習を支援

・ボランティア参加などを通じて、仕事のやりがいや就労意欲を喚起

・就労相談により生活保護からの自立を促進

・外国人市民のための一元的な相談窓口を運営（再掲）

・外国人市民への多言語による情報発信を実施（再掲）

・日本語講座及び市民ボランティアと交流しながら日本語を学ぶ「ながおか

　にほんご広場」を実施

・多文化共生のための講演会や講座を開催

国際交流センター「地球広場」の運営

35 ○ 多文化共生社会の推進 822 国際交流課

34 ○

29 ○ 20,100 福祉総務課「タニタ健康くらぶ」を軸とした市民参加の促進

32 ○ 74,013 生活支援課

30 ○ 173,412 健康課

31 ○ 2,462 健康課こころの健康づくりの推進（自殺予防対策）

生活習慣病予防対策の推進

生活困窮者の自立支援

○ 生活保護からの自立を促すための就労支援 6,083 生活支援課

21,212 国際交流課

33



・社会環境の変化で不安を抱える女性が社会とのつながりを回復するための支援を実施

・理解促進と困難を抱えている人への支援の輪を広げるための講演会等を開催

・町内会等の公衆街路防犯灯の設置・取替費、電気料を助成

・交通安全指導者を養成

＜拡充＞　 ・高齢運転者に安全運転セミナーを実施

合　計

防犯・交通安全対策の推進

犯罪被害者等へ見舞金の支給

ＤＶ被害者の支援

37 ○ 性的少数者（LGBT）への理解促進と支援 441 人権・男女共同参画課

36 ○ 地域女性つながり支援事業（ながおか・スミレプロジェクト） 人権・男女共同参画課

2,717,691

38 ○ 115,292 市民課

39 【新規】○ 410 市民課

40 ○ 16,759 人権・男女共同参画課

7,000


